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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
漆
黒
の
裁
き

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
１
７
５
Ｚ

【
作
者
名
】

　
神
夜

【
あ
ら
す
じ
】

　
魔
法
が
無
い
世
界
は
、
超
能
力
開
発
に
成
功
し
た
。

だ
が
、
超
能
力
を
犯
罪
に
使
う
者
が
表
れ
る
。

主
人
公
は
、
悪
を
裁
く
悪
に
な
る
。



2

１
話
（
前
書
き
）

初
投
稿
で
す

見
て
下
さ
い
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１
話

空
が
黒
く
染
ま
り
、
一
つ
一
つ
小
さ
な
煌
め
く
星
の
下
。

と
あ
る
ビ
ル
の
社
長
室
の
床
に
、
水
溜
ま
り
が
出
来
て
い
る
。

そ
し
て
、
社
長
室
の
中
に
、
一
人
の
青
年
が
居
る
。

何
故
青
年
が
居
る
か
は
わ
か
ら
な
い
、
で
も

そ
の
青
年
の
視
線
の
先
に
は
、
身
体
中
に
銃
弾
を
受
け
て
死
ん
で
居
る
、
こ
の

ビ
ル
の
社
長
の
姿
が
あ
る
。

青
年
は
、
ド
ア
の
方
に
振
り
返
り
歩
き
出
し
青
年
は
、
ケ
ー
タ
イ
を
取
り
出
し

電
話
し
た
。

青
年
「
任
務
完
了
だ
…
…
…
」

？
？
？
『
了
解
し
た
』

短
い
会
話
が
終
わ
り
、
青
年
は
ビ
ル
を
後
に
し
て
家
の
近
く
の
公
園
の
ベ
ン
チ

に
座
り
、
胸
ポ
ケ
か
ら
、
［
マ
ル
ボ
ロ
］
（
タ
バ
コ
の
一
種
）

を
取
り
出
し
タ
バ
コ
を
口
に
加
え
火
を
つ
け
た
。

青
年
「
ふ
ぅ
ー
 

う
ま
い
な
」

煙
を
吐
き
な
が
ら
空
を
眺
め
て
、
手
を
空
に
目
掛
け
て
掲
げ
た
。

青
年
「
帰
る
か
」
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青
年
は
タ
バ
コ
を
捨
て
歩
き
出
し
、
公
園
を
後
に
し
た
。
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２
話
（
前
書
き
）

見
て
く
だ
さ
い
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２
話

朝
、
青
年
は
高
校
の
制
服
を
身
に
纏
い
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
い
て
あ
る
、

デ
ザ
ー
ト
イ
ー
グ
ル
を
二
丁
持
っ
て
腰
に
つ
け
た
ホ
ル
ス
タ
ー
に
入
れ
た
。

青
年
は
、
リ
ュ
ッ
ク
を
持
っ
て
玄
関
に
向
か
っ
た

青
年
「
行
っ
て
き
ま
す
」

返
事
が
聞
こ
え
な
い
家
を
出
て
通
学
路
を
歩
い
て
居
る
と
、

？
？
？
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
 

ｍ
ｏ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
」

青
年
「
な
ん
だ
、
勇
希
か
」

勇
希
「
な
ん
だ
と
は
な
ん
だ
！
！
」

青
年
「
別
に
」

下
ら
な
い
話
を
し
な
が
ら
歩
い
て
居
る
と
、
学
校
に
着
い
た
。

下
駄
箱
に
靴
を
入
れ
て
上
履
き
を
取
り
出
し
、
上
履
き
を
履
い
て
教
室
に
向
か

っ
て
歩
き
出
し
た
。

今
は
、
１
０
月
入
学
し
て
か
ら
６
ヶ
月
も
た
っ
た
の
に
、
青
年
は
誰
と
も
話
を

し
な
い
で
机
に
伏
せ
て
寝
て
い
た
。

青
年
「
よ
く
寝
た
な
」
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青
年
が
起
き
た
時
に
は
も
う
、
放
課
後
に
な
っ
て
い
た
。

青
年
は
教
室
を
出
て
下
駄
箱
で
靴
に
履
き
替
え
て
歩
き
出
し
た
。

校
庭
の
真
ん
中
辺
り
で
空
を
見
上
げ
た
ら
、
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い

る
ケ
ー
タ
イ
が
な
っ
た
。

青
年
「
は
い
…
…
…
」

？
？
？
『
仕
事
内
容
、
赤
波
グ
ル
ー
プ
の
赤
波
春
樹
が
、
超
能
力
で
薬
物
を
透

明
化
し
て
密
輸
し
て
い
る
。
』

青
年
「
能
力
は
」

？
？
？
『
触
れ
た
物
を
一
時
的
に
透
明
化
す
る
事
が
出
来
る
力
だ
』

青
年
「
了
解
」
？
？
？
『
頼
ん
だ
』

電
話
を
切
る
と
、
走
り
出
し
た
。
 

走
り
出
し
て
５
分
経
つ
と
家
に
つ
い
た
。

青
年
は
家
に
入
り
、
自
分
の
部
屋
の
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
を
開
け
て
、
中
に
あ
る
、

真
っ
黒
い
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
を
取
り
出
し
た
。

ブ
レ
ザ
ー
を
脱
ぎ
捨
て
、
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
を
着
た
時
、

チ
ィ
リ
ー
ン
 

チ
ィ
リ
ー
ン

と
、
鈴
の
音
が
聞
こ
え
た
。

青
年
の
腰
に
鈴
が
三
つ
つ
い
て
い
る
。

青
年
は
夜
に
な
る
の
を
部
屋
の
中
で
ま
っ
た

趣
味
の
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
ひ
き
な
が
ら
。



8

８
時
に
な
っ
た
と
同
時
に
ギ
タ
ー
を
止
め
て
、
手
袋
を
し
て
家
を
出
た
。

１
０
月
の
８
時
は
結
構
暗
く
そ
し
て
、
冷
え
る
こ
の
時
期

青
年
は
目
的
地
ま
で
歩
き
、
目
的
地
の
会
社
が
見
え
て
き
た
。

青
年
は
会
社
の
一
階
の
窓
を
音
が
し
な
い
よ
う
に
破
壊
し
た
。
 

会
社
に
侵
入

し
て
向
か
っ
た
所
は
、
［
社
長
室
］
に
向
か
い
、
社
長
室
に
静
に
侵
入
し
た
。

社
長
［
赤
波
春
樹
］
は
隣
の
部
屋
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
た
め
、
バ
レ
ず
に
侵

入
で
き
た
。

社
長
［
赤
波
春
樹
］
が
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
。
 

青
年
は
ベ
ラ
ン
ダ
に
行

き
、
身
を
潜
め
て
い
た
。

赤
波
春
樹
「
さ
て
、
仕
事
も
終
わ
っ
た
か
ら
帰
っ
て
寝
よ
う
」

パ
ソ
コ
ン
を
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
帰
ろ
う
と
し
た
時
、

青
年
は
、
社
長
［
赤
波
春
樹
］
の
後
ろ
に
つ
き
、
社
長
［
赤
波
春
樹
］
の
口
を

左
手
で
塞
ぎ
、
喉
元
を
右
手
で
持
っ
て
い
た
ナ
イ
フ
で
斬
り
裂
い
た
。

社
長
［
赤
波
春
樹
］
は
即
死

床
に
敷
い
て
あ
る
、
グ
レ
ー
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
血
が
つ
き
、
赤
黒
く
変
色
し
て

い
た
。

青
年
は
、
死
体
を
眺
め
な
が
ら
呟
い
た

青
年
「
自
分
が
犯
し
た
罪
を
…
…
…
死
ん
で
償
え
…
…
」

青
年
は
何
事
も
無
か
っ
た
様
に
会
社
を
後
に
し
家
に
帰
っ
た
。
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３
話

家
に
帰
り
、
ソ
フ
ァ
ー
に
座
り
銃
と
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
て
テ
ー
ブ
ル
の
上
に

置
い
た
。

青
年
は
、
ケ
ー
タ
イ
を
取
り
出
し
電
話
し
た

青
年
「
任
務
完
了
」

？
？
？
『
了
解
、
報
酬
は
振
り
込
ん
だ
』

短
い
会
話
を
し
て
電
話
を
切
っ
て
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
た
。

青
年
は
、
ソ
フ
ァ
ー
の
隣
に
あ
る
引
き
出
し
の
中
か
ら
、
睡
眠
薬
を
取
り
出
し

て
、
薬
を
二
粒
出
し
て
飲
ん
だ
。

少
し
し
て
、
青
年
の
意
識
は
闇
の
中
に
消
え
た
。

日
が
昇
り
、
朝
に
な
っ
た
。

青
年
は
、
ソ
フ
ァ
ー
か
ら
立
ち
上
が
り
、
洗
面
所
に
歩
き
、
顔
を
洗
っ
た
。

青
年
は
部
屋
に
行
き
、
制
服
に
着
替
え
て
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
、
デ
ザ
ー
ト
イ

ー
グ
ル
二
丁
を
腰
に
付
い
て
い
る
ホ
ル
ス
タ
ー
に
入
れ
た
。

青
年
「
弾
が
少
な
い
な
…
…
」

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
あ
る
箱
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
き
、
箱
を
開
け
、
中
か
ら
．

５
０
Ａ
Ｅ
弾
が
入
っ
て
い
る
、
弾
倉
を
取
り
出
し
て
、
制
服
の
胸
ポ
ケ
に
入
れ

マ
ガ
ジ
ン

た
。



10

青
年
は
、
ソ
フ
ァ
ー
か
ら
立
ち
上
が
り
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
玄
関
に
行
き

家
を
出
た
。

少
し
歩
い
て
町
の
景
色
を
見
て
い
る
と
、
学
校
に
つ
い
た
、
そ
し
て
、
い
つ
も

の
様
に
自
分
の
席
で
寝
た
。

学
校
が
終
わ
り
、
青
年
は
先
生
に
叩
き
起
こ
さ
れ
、
家
に
帰
る
準
備
を
し
て
い

る
と
、

ズ
ボ
ン
に
い
れ
た
携
帯
が
鳴
り
だ
し
電
話
に
出
た
。

青
年
「
は
い
」

？
？
？
『
お
前
の
家
に
何
者
か
が
、
侵
入
し
た
。
 

以
上
だ
』

相
手
は
、
要
件
だ
け
伝
え
て
電
話
を
切
っ
た
。

青
年
（
侵
入
者
か
…
…
）

青
年
は
携
帯
を
ズ
ボ
ン
に
し
ま
い
、
学
校
を
後
に
し
た
。

空
は
少
し
黒
く
、
風
は
肌
寒
く
、
も
う
季
節
の
変
わ
り
目
を
感
じ
な
が
ら
歩
い

て
い
る
と
、
家
に
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

青
年
「
た
だ
い
ま
」

返
事
が
し
な
い
家
に
入
り
、
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
た
。

そ
し
て
、
青
年
は
誰
か
に
話
す
様
に
独
り
事
を
い
っ
た
。
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青
年
「
目
的
は
、
俺
だ
な
…
…
…
出
て
こ
い
よ
…
…
俺
は
こ
こ
に
居
る
ぜ
」

呟
く
と
、
頭
に
銃
の
先
端
を
突
き
付
け
ら
れ
た
。

？
？
？
「
貴
方
が
、
黒
神
 

紅
夜
で
あ
っ
て
る
？
。
」

声
か
ら
し
て
、
女
性
。

紅
夜
「
あ
っ
て
る
ぜ
」

？
？
？
「
私
は
、
貴
方
を
殺
し
た
い
け
ど
、
父
が
密
売
し
て
た
か
ら
、
悪
い
の

は
父
だ
か
ら
貴
方
を
殺
さ
な
い
」

紅
夜
「
殺
し
た
い
な
ら
、
殺
せ
ば
い
い
、
俺
が
死
ん
だ
ら
俺
は
そ
こ
ま
で
の
人

間
だ
っ
た
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
だ
」

？
？
？
「
…
…
…
ど
う
し
て
」

紅
夜
「
な
に
が
」

女
性
は
、
泣
き
な
が
ら
青
年
の
前
に
来
て
、
胸
ぐ
ら
を
掴
ん
で
、
叫
ん
だ
。

？
？
？
「
ど
う
し
て
命
を
粗
末
に
扱
え
る
の
！
？
 

貴
方
が
死
ん
だ
ら
悲
し
む

人
が
居
る
ん
だ
よ
！
！
」

無
表
情
の
ま
ま
、
泣
い
て
る
女
性
を
見
て
、
言
い
放
っ
た
。

紅
夜
「
俺
に
は
悲
し
む
奴
な
ん
て
存
在
し
な
い
か
ら
、
だ
か
ら
俺
は
、
暗
殺
者

を
し
て
る
ん
だ
ぜ
…
…
」
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女
性
は
驚
き
、
尋
ね
た

？
？
？
「
家
族
は
？
」

紅
夜
「
居
な
い
、
俺
が
３
歳
の
時
に
死
ん
だ
」

女
性
は
胸
ぐ
ら
を
掴
ん
で
た
手
を
話
し
、
青
年
を
見
な
が
ら
喋
っ
た
。

？
？
？
「
だ
か
ら
、
死
ん
で
も
い
い
の
？
ま
だ
楽
し
い
事
だ
っ
て
あ
る
よ
？
」

紅
夜
「
死
等
い
つ
も
覚
悟
し
て
る
。
仇
や
復
讐
、
俺
を
殺
す
理
由
な
ら
沢
山
あ

る
」

？
？
？
「
そ
う
…
…
…
」

女
性
は
、
泣
き
な
が
ら
歩
き
出
し
、
家
を
出
た
。

家
の
前
に
車
が
有
る
と
は
知
ら
ず
に

女
性
が
帰
っ
て
５
、
６
分
経
っ
た
時
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
い
た
携
帯
が
鳴
っ
た

紅
夜
「
は
い
」

？
？
？
「
大
変
だ
！
！
歌
奈
が
、
拐
わ
れ
た
！
！
」

紅
夜
「
歌
奈
っ
て
誰
だ
、
勇
希
」

勇
希
「
（
紅
夜
は
憶
え
て
ね
ぇ
ん
だ
っ
た
！
！
）
い
や
気
に
す
る
な
。
 

仕
事

内
容
、
拐
わ
れ
た
女
性
を
助
け
る
事
。
」
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紅
夜
「
何
処
に
居
る
」

勇
希
「
山
に
あ
る
廃
校
だ
、
敵
の
数
は
…
…
…
約
２
０
人
だ
」

紅
夜
「
了
解
」

電
話
を
切
り
、
二
階
の
部
屋
に
行
き
黒
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
着
替
え
、
そ
の
上
か

ら
黒
い
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
を
纏
っ
た
。

部
屋
の
中
に
あ
る
、
大
き
な
箱
を
開
け
中
か
ら
、
ス
モ
ー
ク
グ
レ
ネ
ー
ド
を
２
個

ス
タ
ン
グ
レ
ネ
ー
ド
を
１
個

．
５
０
Ａ
Ｅ
弾
が
入
っ
た
弾
倉
を
６
個

マ
ガ
ジ
ン

取
り
出
し
た
。

弾
倉
は
、
コ
ー
ト
の
内
ポ
ケ
に
順
番
に
入
れ
グ
レ
ネ
ー
ド
は
、
腰
に
ぶ
ら
下
げ

マ
ガ
ジ
ン

た
。

紅
夜
「
行
く
か
…
…
」

紅
夜
は
、
家
を
出
て
、
目
的
地
で
あ
る
廃
校
を
目
指
し
て
歩
き
出
し
た
。

歩
い
て
、
１
０
分
程
し
た
ら
、
廃
校
に
つ
い
た
。

紅
夜
「
こ
こ
が
、
廃
校
」

廃
校
の
入
り
口
に
入
り
、
足
音
を
た
て
ず
に
、
歩
き
出
し
た
。

後
ろ
の
方
か
ら
、
誰
か
が
向
か
っ
て
来
て
居
る
の
に
気
が
付
い
て
、
廃
校
の
一

つ
の
元
教
室
に
身
を
潜
め
た
。



14

男
Ａ
「
あ
の
女
、
可
愛
い
よ
な
～
」

男
Ｂ
「
俺
等
で
遊
ぶ
か
？
」

男
Ａ
「
良
い
ね
ぇ
ー
そ
れ
」

下
品
な
会
話
を
し
て
い
る
二
人
が
教
室
の
前
を
過
ぎ
た
時
、
紅
夜
は
、
袖
口
に

隠
し
て
た
ナ
イ
フ
を
二
つ
取
り
出
し
て
男
共
目
掛
け
て
投
げ
た
。

ナ
イ
フ
は
真
っ
直
ぐ
飛
び
、
首
に
突
き
刺
さ
っ
て
、
男
共
が
倒
れ
地
面
に
赤
い

水
溜
ま
り
が
で
き
た
。

紅
夜
「
人
質
は
、
返
し
て
貰
う
」
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４
話

男
Ｃ
「
侵
入
者
で
す
！
！
」

隊
長
「
可
哀
想
に
な
こ
ん
な
女
の
為
に
死
に
に
来
た
と
は
」

歌
奈
「
…
…
…
…
」

ロ
ー
プ
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
さ
れ
て
口
に
ガ
ム
テ
ー
プ
が
貼
ら
れ
て
何
も
喋
れ

な
い
歌
奈
の
姿
が
あ
る
。

隊
長
「
全
員
、
侵
入
者
を
殺
せ
！
！
」

全
員
「
ハ
ッ
！
！
！
！
！
！
！
」

隊
長
（
誰
だ
ろ
う
な
侵
入
者
っ
て
、
見
て
み
た
い
な
）

ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｏ
ｕ
ｔ

紅
夜
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

二
つ
の
小
さ
な
赤
い
水
溜
ま
り
が
一
つ
に
合
わ
さ
っ
た

月
の
光
が
窓
か
ら
降
り
注
ぎ
、
暗
く
て
よ
く
見
え
な
い
水
溜
ま
り
は
、
キ
ラ
リ

と
赤
く
輝
き
だ
し
た
。

紅
夜
は
、
二
つ
の
死
体
を
無
視
し
て
歩
き
だ
し
て
い
る
と
、
前
か
ら
、
誰
が
走

っ
て
る
音
が
し
た
。

紅
夜

バ
レ
た
か
…
…
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紅
夜
は
人
差
し
指
と
中
指
で
ナ
イ
フ
を
挟
み
、
構
え
た

廊
下
の
奥
か
ら
足
音
が
近
付
い
て
来
て
い
る
。

廊
下
の
奥
で
一
瞬
輝
や
い
た
、
紅
夜
は
輝
や
い
た
場
所
目
掛
け
て
ナ
イ
フ
を
投

げ
た
。

男
Ｄ
「
グ
ワ
ッ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ー
」
 

バ
タ
ッ

紅
夜
（
三
人
目
）

廊
下
の
奥
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
る
と
、
電
気
が
つ
い
て
い
る
教
室
を
見
付
け
た

中
を
覗
く
と
、
椅
子
に
座
っ
て
ロ
ー
プ
で
ぐ
る
ぐ
る
に
さ
れ
て
居
る
歌
奈
の
姿

と
、

髭
を
は
や
し
た
中
年
の
お
っ
さ
ん
が
い
た
。

紅
夜
は
、
デ
ザ
ー
ト
イ
ー
グ
ル
を
一
挺
右
手
で
取
り
出
し
て
、
静
か
に
お
っ
さ

ん
に
銃
口
を
向
け
て
。

バ
ァ
ン

一
発
の
銃
弾
が
、
お
っ
さ
ん
目
掛
け
て
、
一
直
線
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

弾
丸
が
お
っ
さ
ん
の
頭
を
貫
い
た
と
思
っ
た
時
、

お
っ
さ
ん
「
効
か
ん
よ
」

お
っ
さ
ん
は
体
を
少
し
ず
ら
し
、
弾
丸
を
回
避
し
た

お
っ
さ
ん
「
出
て
来
た
ら
ど
う
だ
い
？
紅
夜
ク
ン
よ
？
」
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紅
夜
「
お
前
は
、
何
者
だ
！
？
」

お
っ
さ
ん
「
唯
の
高
校
生
が
乗
り
込
ん
で
来
る
と
は
…
…
こ
の
女
を
返
し
て
欲

し
い
な
ら
私
を
殺
せ
…
…
君
見
た
い
な
高
校
生
に
出
来
る
か
な
？
」

お
っ
さ
ん
は
知
ら
な
い
、
紅
夜
が
暗
殺
者
だ
と
言
う
事
を
。

紅
夜
「
死
ね
」

腰
か
ら
デ
ザ
ー
ト
イ
ー
グ
ル
を
取
り
出
し

バ
ァ
ン

廃
校
全
体
に
乾
い
た
音
が
響
く
、
お
っ
さ
ん
の
頭
に
は
一
発
の
弾
丸
が
撃
ち
込

ま
れ
た
。
お
っ
さ
ん
は
前
に
倒
れ
込
み
、
頭
か
ら
血
を
流
し
な
が
ら
死
ん
で
逝

っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

漆黒の裁き
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